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平成２９年度第６回南関町農業委員会会議録 

 

平成２９年９月１１日（月） 

午 後 １ 時 １ ５ 分 開 会 

南 関 町 役 場 第 一 会 議 室 

 

一、開会宣言 

 

二、議事日程 

１．開  会 

２．農業委員憲章朗読 

３．会長挨拶 

４．議事録署名人の指名 

   ７番 荒 木   茂 君 

   ８番 田 崎 芳 憲 君 

５．議  事 

  第１７号議案 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

  第１８号議案 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

  第１９号議案 農地利用集積計画の承認について 

６．そ の 他 

７．閉  会 

 

三、出席委員は次のとおりである。（１０名） 

  会長 柗 村  公 正 君  副会長 竹 島  久 利 君 

  １番 松 本  泰 典 君   ２番 荒 木  勝 治 君 

  ３番 釘 崎 眞貴子 君   ４番 矢 野  房 幸 君 

  ６番 山 本  精 武 君   ７番 荒 木    茂 君 

  ８番 田 崎  芳 憲 君   ９番 北 原  照 代 君 

 

四、欠席委員は次のとおりである。（１名） 

  ５番 原      靖 君 

 

五、本会議に職務のため出席した者の職氏名（２名） 

 事務局長  寺 本  藤 雄 君 
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 書  記  上 田    賢 君 
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平成２９度第６回南関町農業委員会会議録 

議事の経過 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

開会 午後１時１５分 

１．開 会 

○会長（柗村 公正君） 起立。時間がまいりましたので、ただいまから平成２９年度

の第６回の農業委員会総会を開会します。礼。 

○事務局（上田 賢君） それでは、始めさせていただきたいと思います。本日、５番、

原委員より欠席の旨、通告がありましたのでご報告いたします。本日の出席委員は、

１１名中１０名で、定足数に達しておりますので、総会は成立することをご報告い

たします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．農業委員憲章朗読 

○事務局（上田 賢君） 農業委員憲章朗読、それでは農業委員憲章朗読を８番、田崎

委員さん、よろしくお願いいたします。 

○８番（田崎 芳憲君） （農業委員憲章は省略） 

○事務局（上田 賢君） はい、ありがとうございました。 

それでは、総会開催にあたり、会長挨拶をお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．会長挨拶 

○会長（柗村 公正君） 改めてまして、こんにちは。 

今日は、事務局長は議会対応ということですね、議会のほうに出席しております

ので、欠席ということでございます。 

先日、８日の日だったですか、家族協定調印がございまして、３組の方が南関町

で調印なさいました。その方たちがですね、立派な後継者、１人が山川の方でござ

いました。後継者でですね、大々的にやられている方でございますが、こう、部落

を見てみますと、高齢化で来年度、私のところで、また２人、農業を辞めるような

ことを言われて、ますますこの農業がどうなるか、特に農地パトロールで回ってい

ただきましたが、荒れ地のほうがますます増えやしないかということが一番心配で

ございます。そうした中で、町としても基盤整備を１００町あたり計画されている

ようでございますが、なかなかこの間、県からの県議会あたりで予算がつかないと

いうことで、まだまだ大分先になるんじゃなかろうかと思います。やはり、基盤整

備をした中で、中間管理機構を通した借り貸しをして、集約した農業をやらんとで

すね、どうしても太刀打ちできんと思いますので、今後ますます町あたりも働きか



－   － 4 

けていって、基盤整備の推進もお願いしたいと思います。また、そういう関係で、

今日は終わりました後にも推進委員さんとの合同研修が控えております。１日、昼

からになろうとかと思いますが、どうぞよろしくお願いしておきます。 

それでは、お願いします。お世話になりました。 

○事務局（上田 賢君） ありがとうございました。 

それでは、南関町農業委員会会議規則第４条により、以後の議事の進行は、柗村

会長にお願いいたします。 

発言しようとする者は、議長の許可を受けなければならないとなっています。ま

た、携帯電話につきましては、電源を切られるか、マナーモードにされますようお

願いいたします。 

それでは、会長、お願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議事録署名人の指名 

○議長（柗村 公正君） それでは、議事に入ります。 

まず、議事録署名委員の指名をいたします。今回は議事録署名人として、７番、

荒木委員、８番、田崎委員を指名します。よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．議 事 

○議長（柗村 公正君） それでは、審議に入ります。 

第１７号議案、「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を議題と

いたします。 

今回の許可申請には、２番、荒木委員を譲受人とする案件が含まれておりますの

で、南関町農業委員会規則第１０条の議案参与の制限に該当するため、申請番号７

６を除く、申請を先に審議の上、許可の判断をいただき、その後、荒木委員にはい

ったん会議室より退席を願い、当該件の審議を行いたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

それでは、事務局、説明をお願いします。 

○事務局（上田 賢君） 事務局よりご説明を申し上げます。 

第１７号議案、農地法第３条第１項の規定による農地の許可申請についてご説明

いたします。 

１番と２番ですが、これは交換の申請になります。１番、受付日、平成２９年７

月２８日、申請番号７３号、譲渡人、譲受人、土地の所在地等は記載のとおりです。

また、２番、受付日、平成２９年７月２８日、申請番号７４号、譲渡人、譲受人、

土地の所在地等は記載のとおりです。 
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３番、受付日、平成２９年７月２８日、申請番号７５号、譲渡人、譲受人、土地

の所在地等は記載のとおり、売買による所有権移転です。 

８番から１５番は、同一の申請になります。受付日、平成２９年８月２２日、申

請番号８１号、譲渡人、譲受人、土地の所在地等は記載のとおり、贈与による所有

権移転です。 

１６番は、取下書が提出されております。 

事務局からの説明は以上です。 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。 

第１７号議案は、農地法第３条第１項の規定に基づく許可申請５件でございます。 

ただいまの説明に関連して、現地調査に出向かれました委員さんの補足説明をお

願いいたします。 

順次お願いいたします。８番、田崎委員、１０番、竹島委員、４番、矢野委員、

お願いいたします。 

○８番（田崎 芳憲君） １番と２番ですね、交換ということで、現地を見てまいりま

した。○○さんって方がですね、退職されて、意欲あって、一生懸命されておりま

して、冊子の２枚目の図面の○○さんと交換で、○○さんが農地をもらわれ、○○

さんの土地にされて、ここを基盤整備する計画があるそうですので、基盤整備をさ

れるということです。○○さんのほうが心よく同意されておりますので、よろしく

お願いいたします。 

以上です。 

○議長（柗村 公正君） 続きまして、１０番、竹島委員、お願いいたします。 

○１０番（竹島 久利君） はい。１０番の竹島です。補足説明をいたします。 

９月１日に、推進委員の平川君と事務局とで現地を調査いたしました。現地は、

ちょっと写真を見てもらうと分かりますように３枚目です。申請者は、黒く塗った

とこになりますけど、３条としましては何ら問題はないと思いますけど、手前のち

ょっと駐車場みたいな格好しておりますところが、申請人のところです。これは、

ここの人が、この地区は農振に入っておりますので、これ今現在は駐車場となって

おりますが、無断転用をしておるような状態です。現地は、今、黒く囲んである所

は、８割ぐらいもう埋め立てをしております。 

あとの判断は、この総会でよろしくお願いします。 

○議長（柗村 公正君） 続きまして、４番、矢野委員、お願いいたします。 

○４番（矢野 房幸君） はい。４番、矢野です。 

先月２８日に、事務局、推進員の島崎さんと３名で、２８日の午後より現地確認

に行っておりました。現地は、○○○さんの横から、藤の尾の部落にあがる所です。



－   － 6 

こちら、藤の尾と○○さんがありますね、あそこのちょうど三差路の○○○の所で

すね。今現在、見たところ、管理してから草もあんまり生えてませんでした。５番、

○○さんのあそこから、藤の尾の畑にあがったところ、畑一面ですけども、そこは

ちょっと柿を植えられてですね、少し。次は、ここは、○○さんところの下です、

ちょっと谷になっている所の土地です。○○さんの所をずっと行った所は、畑です

ね。この畑は、一応、管理してありました。それから、次のは、ちょっと杉が入っ

ててですね。場所は、○○さん所のほうですね、ちょうど谷に沿った田んぼで、今

現在、土地は耕してあります。ここは、○○さんと藤の尾の中で三角の所のちょっ

と狭い土地ですが、今、畑で家庭菜園をして、なんか、なすびかなんか、野菜をず

っとつくってありました。ここも、上行った所の、ちょっと上に、藤の尾のほうの

のぼって行った所の左側にもありましたように、現在は柿と栗を植えてあったと思

う。それから、また少し上に上がっていたので、左側になりますけど、そこが現在、

野菜が植えてあります。審議よろしくお願いします。 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。第１７号議案、農地法第３条第１

項の規定による許可申請、５件でございます。 

一番、今回のところ、重要はですね、まあまあ、その思いますが、７５番の先ほ

ど竹島委員のほうから説明がございました件ですね、どう思われますかね。現在、

今ここの駐車場になってる所も無断転用でですね、農振地に入ってる所だそうでご

ざいます。また、その続きを求められて、今もう半分程度、埋め立てられていると

いうことでございまして。 

○１０番（竹島 久利君） それと、現在、本人は農地を耕作してないんですよね。土

地は持ってるけど、田んぼとして、耕作はしてないわけですよね。だから、要する

に、ここの申請地もおそらく将来的には、もう地目変更して駐車場にならせんだろ

うかというようなことで、まだ判断はできませんけど、だから、どうだろうかと思

って見てきました。判断をよろしくお願いします。今から、こんな土地、物件はも

っと増えることにならせんだろうかと思って、心配しております。 

○議長（柗村 公正君） 農業ばさるっとなら、問題なかばってんが、農業ばされよら

んとならということもあるし、要件は農振地で、おそらく、はい、どうぞ。 

○８番（田崎 芳憲君） 農振地っていうならば、県のほうからも何か罰則というか、

無断にした場合、何かないとですか。 

○事務局（上田 賢君） 農振地の場合だと、農業振興地域の整備に関する法律で言う

と、農振と言いますか、一応、農用地と言うふうに設定するところがあります。そ

こに関しては、法律上、一応、罰則規定はありはします。一応、ご本人さんからの

聞き取りだと、今から何十年か前に、当時の農業委員さんのほうに相談ばさしたそ
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うなんですよ。こがんや埋め立てばしようと思っとると。そうしたら、「はいはい、

分かった、分かった」という返事があったけんから、本人はよかと思うたって言い

よらす。その当時の委員さんのお名前もお聞きはしたんですけど、そういうお話に

なりそうな人だったそうです。 

なので、当然、こちらとしては指導していくべきものだと思うんですけど、いき

なり罰則というのはなかなか、特にここ何十年も経ってるやつやけんから、そこは

なかなか厳しいかなと思うんですが、ただ新たに農地を取得されるということにな

ると、ちょっとこう、引っ掛かるというか、問題になるところかなとは思っており

ます。 

○１番（松本 泰典君） この土地は、しかし、この趣旨としては売買だけだと。転用

地で上がってないわけでしょう。 

○１０番（竹島 久利君） 転用地で上がってない、売買だけ。 

○１番（松本 泰典君） 売買だけですよね。転用が上がっとらんなら、この趣旨で言

ったら、売買だけなら、問題なかわけでしょう。転用もいれるといかんちゅうこと

でしょう。 

○事務局（上田 賢君） いや、一応、農地法だとですね、農地を取得される方が耕作

をきちんとされるのかどうかというところを判断する部分がありますので。 

○１０番（竹島 久利君） 今、現在ですね、事務局からも言うように、本人が今まで

耕作してれば、何の問題ないんだけど、全然ここ何十年、もうずっと耕作してない

わけですよね。 

○１番（松本 泰典君） ここ、経営面積が６反どしこ、約７反ばっかり、経営面積が

上がっとったんで。 

○１０番（竹島 久利君） 耕地は持ってるわけですよ、本人は。面積は持ってるわけ

ですよ。 

○１番（松本 泰典君） 耕作はしてないわけ。 

○１０番（竹島 久利君） 耕地はしてない。だから、一部の所はもう荒れ放題になっ

とる、材料置場になっとる。 

○１番（松本 泰典君） しかし、あれは・・・もう、２０年ぐらい経ってなか。 

○１０番（竹島 久利君） うん、もう２０年と言わんごつなってますね。それも無断

転用ですからね。 

○議長（柗村 公正君） ばってん、いろいろ時効とか、何とかあるけん、そういう、

どかんなるかね。それは、全然、消えんとかね。他人だったら無断で、自分のって

もうしよると、分かってなっとこれ。 

○事務局（上田 賢君） おっしゃるとおり、自分の、そこの所を公然と自分のものと



－   － 8 

して、管理ばしとったというか、自分のものと信じてしとった場合には、最高で２

０年以上しとけば、時効取得ということで、権利の移動は行われますけど、農地の

場合の地目変更に関しては、あくまでも農地法の許可書か、もしくは例外規定の分

で農地でない旨の証明というのが県のほうの規定で定めてあります。そちらに該当

するならば、その証明書をもってすると、地目の変更登記ができるようになってお

るんですけれども、熊本県においての要件としては、一つは災害とかによって、も

う流れてしまって農地への復元が不可能な場合。あと一つは、農地法が施行された

のが昭和２７年なんですけれども、それより前から家が建っていた場合に関しては

許可を得なくて、もう届出をすれば、地目変更の登記ができる証明書を交付しても

らえるというふうになっております。なので、今のところの県の要件としては、２

０年以上、例えば農地じゃなくて利用しとったけんから、別の地目に変更にできる

ようなものは、今のところ、熊本県ではない状態になります。これに関しては、ち

ょっと県のほうの研修会とかでも話には出るんですけど、今のところ、熊本県とし

ては考えていないという状態です。 

なので、事務局としては、あとで農振の担当のほうと協力しながら、こちらの是

正というふうな方向で指導を行ってはいきたいなとは思っております。 

○６番（山本 精武君） この譲受人の人は、まだ若い人ですか。 

○１０番（竹島 久利君） うん、若い。 

○６番（山本 精武君） 息子さんほうですか。 

○１０番（竹島 久利君） 息子じゃない。 

○６番（山本 精武君） いやいや、お父さんは、昔、建設業を行った人じゃない。 

○１０番（竹島 久利君） 今も建設してる。 

○６番（山本 精武君） 今も建設業をしとらすの。 

○１０番（竹島 久利君） うん。 

○６番（山本 精武君） この名義は、息子さんの名前。 

○１０番（竹島 久利君） いやいや、本人の名義。 

○６番（山本 精武君） 本人って言うと、もう結構、若い人じゃない。 

○１０番（竹島 久利君） その申請人の名義で申請いただいてる。 

○６番（山本 精武君） この○○さんという人よ。 

○１０番（竹島 久利君） うん。 

○６番（山本 精武君） 何歳の人ですか。 

○１０番（竹島 久利君） 何歳だろう、六十ぐらいにならせんじゃろうか。五十か、

六十ぐらいにならせん。年齢ばちょっとはっきりしないので、分からん。 

○６番（山本 精武君） 前ね、○○○建設といって、○○○でしよんなはったでしょ
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う。その人の血統やろう、その人、本人。 

○１０番（竹島 久利君） その人、本人たい。 

○６番（山本 精武君） 本人、だったら、もう。 

○１０番（竹島 久利君） だけん、そこは、名前出したらいかんから。 

○６番（山本 精武君） いや、分かるけども、６０越えとるなでしょう。 

○１０番（竹島 久利君） うん、たぶん、そうやろうな。 

○６番（山本 精武君） 今、あそこで、もうだいぶ前から、あそこ埋め立ててるよね。 

○１０番（竹島 久利君） それでも、無断転用で。 

○６番（山本 精武君） まあ写真をよう見れば、ダンプもいっぱい停まっとるし。 

○１０番（竹島 久利君） 少しずつ埋めていったってね。土地は自分の土地だけど、

少しずつ埋めていったんだ、昔から、もうずっと。そして、今はこう、拡張して、

周囲はブロックを積み上げておったんだって。 

○６番（山本 精武君） ああ、なるほど、ブロックをしてたな。 

○１０番（竹島 久利君） それで、それを今、申請地の所をブロックを外して、今、

土を入れよるわけだと。現地見たら、大きな石が入っとるわけ。 

○６番（山本 精武君） この写真を見れば、こっちもずっと荒れとるんか。 

○１０番（竹島 久利君） 荒れとる。それは、荒れとる。 

○６番（山本 精武君） 見た感じの、この写真で見ればですね、先のほうは・・・る

か、なんぼかは管理してあるようですけどね。 

○１０番（竹島 久利君） それは、荒れとるです。そして、もう８割方、もう土が入

っとる。埋め立てしとるわけです。 

○議長（柗村 公正君） いわゆるごつ、農地して買う場合は問題なかばってんが、手

前の転用しなし埋め立てしとるちゅう所が、ちょっと引っ掛かるというとこでござ

いますね。 

○６番（山本 精武君） そうですね。もともとがですね、許可を受けなし。 

○議長（柗村 公正君） なんで、元の農業委員さんがよかち言わしたか、知らんばっ

てんが、そのとき、当時してあるんならですね、こういう問題なかったかと思いま

すが。往々にして、自分の土地だけんとちゅうところもあったですもんね。この件

について、どがん取り扱いますかね。もしくは、そのあたりをして、再度、検討し

てもろうて、再度、提出してもらうか何かですたいね。今日ここで。 

○１番（松本 泰典君） これ、今、その駐車場かなんかになっとる所も、農振に入っ

とると。 

○１０番（竹島 久利君） 農地に入っとる。 

○１番（松本 泰典君） 入っとると。 
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○１０番（竹島 久利君） はい。 

○１番（松本 泰典君） なら、無断転用ちゅうこったい。 

○１０番（竹島 久利君） 無断転用は無断転用。 

○１番（松本 泰典君） 農業委員会は、今まで１回も、こういう案の指示、出しとら

んと。 

○事務局（上田 賢君） のごたっです。本人さんに聞いたら、「当時、言うたけんが、

よかて思うとったもんな」と言わしたけんから。たぶん、それ言った後、何もこっ

ちから言うとらんなら、本人さんにとっては、何もなかったろうと思わしたとは、

しょうがなかつかなと思ってですね、記録も残ってない。 

なので、一応、事務局としては、そちらの手前のほうの部分の是正を図った上で、

今回の申請を改めて出し直してもらう方向がいいんではないかというふうには考え

ております。ただ、それがすぐにできるのかと言われると、なかなかすぐじゃない

かもしれませんが、一応、そういった方向でやっていくべきかなとは思っておりま

す。 

○８番（田崎 芳憲君） 農振を除外すっとは、町でしよると。 

○議長（柗村 公正君） いや、農振は県の。 

○６番（山本 精武君） 県になります。 

○事務局（上田 賢君） 県の協議が必要になります。 

○６番（山本 精武君） ちょっと時間かかるもんね。 

○８番（田崎 芳憲君） 農振さんの、会議の中で外されるわけですか。 

○６番（山本 精武君） それは、もういっちょ違う会議でして、段取りを踏んでいか

んと、それからここにおりてくるような。 

○１０番（竹島 久利君） それは農振除外をして、地目変更してもらわんと、そうし

ないと。 

○６番（山本 精武君） まず、前の土地をね、整理してもらう時点で、売買の申請を

してもらわんと、分かっとって、はい、よかですばいでは、この農業委員会として

はいかんですよね。 

○１０番（竹島 久利君） だから、今の所、埋め立てて畑にするのは、それは何も問

題ないんだけど、手前が違反して、そういう地目変更もしてないもんで、今度、新

しく申請地をい行くにもしても、進入道路がなかわけですよね。だから、今回。 

○６番（山本 精武君） ちょっと、南関町農業委員会としては、ちょっと、はい、オ

ーケーということはできんと思いますよ、私は。 

○１０番（竹島 久利君） だから、手前のほうですね。ちゃんと、まず。 

○６番（山本 精武君） まず、今の現実に、違反しとるのを手続上、してもろうてで
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すね、それで改めて、それが終わった時点で申請ということにしてもらわないと、

私も、もう一つ委員もしとるんですけど、その時点でですね、こういう例があって、

たまたま駐車場にされとったということで、今、県に持っといっるんですけどね、

それがかかわってくれば、またこれ、上がってくると思うんですけど。手順を踏ま

んことには、今、農振地は除外は簡単にいかん感じです。と言うても、やっぱり、

新たに、またそれを拡張しようと思えばですね、その最初の原点を整理してもらわ

ないことには、ちょっと、また再確認ということになると思います。 

○議長（柗村 公正君） やっぱり、そこですよね。なし崩しで、よかろう、よかろう

じゃ、やっぱいかんしですね。ちゃんとしたことで、してもらわんと。特に、農振

地であって、特にですね。 

○６番（山本 精武君） 農振地は特にですね。 

○議長（柗村 公正君） ほかの件については、ございませんでしょうか。 

○１番（松本 泰典君） これ１番と２番の経営面積ゼロっていうのは、おかしかじゃ

なか。 

○事務局（上田 賢君） すいません。これ、すいません、うちのほうのシステムの関

係で数字が出てないんですけれども、ちょっと具体的な細かい数字は、メモってき

ませんでしたが、１番の譲受人の方で、２番の譲渡人の方は、農地面積は６反以上

お持ちになってらっしゃいます。 

○議長（柗村 公正君） ほかにございませんか。 

（ありませんの声） 

○議長（柗村 公正君） ないようでございましたら、採決したいと思います。 

第１７号議案のうち、申請番号７６を除く申請のうち、７５番以外については原

案のとおり決定することとし、７５番については不許可とすることに異議ありませ

んか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） 異議なしと認め、第１７号議案のうち、７６を除くうち、７

５以外については、原案のとおり決定することにし、７５番については不許可とす

ることに決定いたします。 

続きまして、第７６の２番、荒木委員に関する案件でございますので、荒木委員

は、暫時退席をお願いしたいと思います。 

それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（上田 賢君） それでは、４番から７番の同一の申請の案件についてご説明

をいたします。 

受付日、平成２９年８月２日、申請番号７６号、譲渡人、譲受人、土地の所在地
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等は記載のとおり、贈与による所有権移転です。 

事務局からの説明を終わります。 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。現

地調査に出向かれました、委員さんからの説明をお願いいたします。 

１番、松本委員。 

○１番（松本 泰典君） １番の松本です。８月４日に、西山推進員さんと事務局、上

田さんと現地確認に出ましたけど、この趣旨に関しては、４件とも問題ないと思い

ますが、農地法から見ると、３つは農地じゃないと思われます。私の私見ですけど、

１件は農地かなと、あとは山、原野な感じがいたします。 

審議のほう、よろしくお願いします。 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。事務局、委員さんからの説明が終

わりました。この件につきまして、何かご質問はございませんでしょうか。 

これは、今まで、東京の人じゃけん。そのまま、荒れたまま置いとなったでしょ

う。 

○１番（松本 泰典君） 特に、５２８か、これはもう完全に山。 

○事務局（上田 賢君） 番号６番の分ですかね。 

○１番（松本 泰典君） ６番か。元の方がこっちの人じゃなかけん、荒れるとは当た

り前かも分からんですけど。 

○議長（柗村 公正君） なかなかですね、がんとがそんなこつげん。 

○１番（松本 泰典君） 贈与に関しては問題ないと思う。 

○議長（柗村 公正君） ないようでございますので、採決に入りたいと思います。 

第１７号議案の７６は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございます。異議なしと認め、第１７号議案７６

は原案のとおり決定いたしました。 

荒木委員。 

続きまして、第１８号議案、「農地法第５条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題といたします。 

事務局よりの説明をお願いいたします。 

○事務局（上田 賢君） はい。事務局よりご説明申し上げます。第１８号議案、農地

法第５条第１項の規定による農地の転用許可申請についてご説明いたします。 

１番、権利の種類は所有権移転、受付日、平成２９年８月２５日、申請番号８４

号、譲渡人、譲受人、土地の所在地等は記載のとおりで、売買による所有権移転で

す。転用の目的は、工場用地です。 
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以上、事務局からの説明は以上です。 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。 

第１８号議案は、農地法第５条第１項の規定に基づく許可申請１件でございます。

ただいまの説明に関連して、現地調査に向かいました、委員さんの補足説明をお願

いいたします。 

７番、荒木委員。 

○７番（荒木 茂君） ４日の日に、推移員さんと事務局と３人で、現地に行きました。 

この土地は、もう何年か前にも１回委員さんに出てると思いますけど、何年ぐら

いですかね、災害の話があって、会社のほうの都合でということで、延び延びにな

ってましたけど、やっと実現できて、売買もできるようになりましたので、周りの

同意書も取れておりますので、何ら問題はないかと思います。審議のほう、よろし

くお願いします。 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。事務局、委員さんからの説明が終

わりました。 

この件につきまして、何かご意見、ご質問はございませんでしょうか。 

（ありませんの声） 

○議長（柗村 公正君） ないようでございますので、採決いたします。 

第１８号議案について、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） 異議なしと認め、第１８号議案は原案のとおり許可相当であ

ると意見決定いたしました。 

続きまして、第１９号議案、「農地利用集積計画の承認について」を議題といた

します。 

事務局よりの説明をお願いいたします。 

○事務局（上田 賢君） はい。事務局より説明申し上げます。第１９号議案、農地利

用集積計画の承認について、ご説明いたします。 

１番と２番は、同一の申請になります。利用権の種類は使用貸借権、土地の所在

地等は記載のとおりで、合計面積は３,７６８㎡、期間は１年間です。 

事務局からの説明は以上です。 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。 

１９号議案は、農業経営基盤強化促進法に基づく、農地利用集積計画１件でござ

います。 

事務局の説明が終わりました。何か、この件につきまして、ご意見、ご質問はご

ざいませんか。はい、どうぞ。 
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○８番（田崎 芳憲君） 期間は１年間ですか。 

○事務局（上田 賢君） はい。すいません、補足説明をさせていただきます。申請者

の方は、住所は玉名になっておりますけど、もともと南関の方で、今、農業の研修

のために玉名に住んでいらっしゃいます。そして、南関のほうでハウス関係のです

ね、作物をつくりたいということで、農地を探されておりまして、今回の申請にな

りました。新規就農者の申請もされております。 

なんで、１年間で使用貸借かと申しますと、土地の所有者の方から、最初の１年

間は作物も採れないだろうというところで、１年間だけ、まず使用貸借で貸して、

そのあと、ちゃんと作物が採れるようになった。２年目以降については、改めて今

度は、賃貸借のほうで貸し借りを行いたいというふうにお話が出ておりますので、

今回のこのような申請となっております。 

○議長（柗村 公正君） ほかにございませんか。 

なかなか、新規就農地ていうと、１年、２年は採れんけんですね。 

私のほうにも、きよるけん。どがんになるか分からんばってんが、５反ばっか、

１カ所にあるとですよね。新規就農でしっとかなって、こう、応援もしてやられん

しですね。 

ないようでございますので、採決いたします。 

第１９号議案について、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） 異議なしと認め、第１９号議案は原案のとおり承認されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．その他 

○議長（柗村 公正君） その他について、何かございませんか。 

○事務局（上田 賢君） 特にございません。 

○議長（柗村 公正君） 何か、皆さん方から、ご意見ございませんか。 

（はいの声） 

○議長（柗村 公正君） ないようでございますので、お諮りいたします。本日の議決

事件の字句の整理を議長に一任していただきたいと思います。ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

○議長（柗村 公正君） ありがとうございました。異議なしと認め、それで処理する

ことにいたしました。 

それでは、皆さんには慎重審議いただきまして、ありがとうございました。これ

をもちまして、議長の席を下りさせていただきます。どうもありがとうございまし



－   － 15 

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

７．閉 会 

○事務局長（寺本 藤雄君） 閉会を副会長にお願いいたします。 

○副会長（竹島 久利君） 起立。これをもちまして第６回の農業委員会総会を閉会し

ます。礼。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後１時５８分 
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本案は顛末相違ないことを認め、ここに署名します。 
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